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上益城消防組合消防本部
予防課予防係

高浜 恭成 係長

　御船町では、住宅用火災警報器の設
置は年々増えていますが、全世帯でみる
と依然として低い状況といえます。全国的
に住宅火災死亡者の約6割は65歳以上
の高齢者です。御船町では建物火災の
発生状況で、平成21年度に9件発生し
て、4名の方が尊い命を落とされています。
こうした火災状況や高齢者世帯の増加を
踏まえ、消防本部では住警器の設置を強
く呼びかけています。また今年7月1日から、
消防本部2階予防課予防係内に「住宅
用火災警報器設置相談窓口」を開設しま
した。窓口では、住警器の購入場所や費
用、設置方法、悪質な訪問販売など、さま
ざま相談を年中無休24時間体制で受け
付けています。ぜひ、多くに方にご利用い
ただけたらと思います。
問 上益城消防本部　☎282-1955

　

全
国
で
毎
年
、
年
間
約
2
千

人
が
火
災
で
亡
く
な
ら
れ
、
そ
の

う
ち
の
半
数
に
あ
た
る
約
1
千
人

が
住
宅
火
災
に
よ
っ
て
死
亡
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
主
な
原
因
は
火

災
発
生
の
逃
げ
遅
れ
で
あ
り
、
全

体
の
約
7
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

も
し
も
、
初
期
段
階
で
火
災

に
気
づ
き
、
い
ち
早
く
避
難
を
し

て
い
た
ら
尊
い
命
が
助
か
っ
た
ケ
ー

ス
も
数
多
く
存
在
し
ま
す
。

　

こ
う
し
た
火
災
状
況
の
背
景
を

受
け
て
、
総
務
省
消
防
庁
が
平
成

16
年
に
消
防
法
を
改
正
し
、「
住

宅
用
火
災
警
報
器
」（
住
警
器
）

の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

住
警
器
の
設
置
に
は
期
間
が
設

け
ら
れ
、
新
築
と
既
存
の
住
宅
に

よ
っ
て
違
い
ま
す
。
平
成
18
年
6

月
1
日
以
降
の
新
築
や
改
築
の
住

宅
に
は
建
築
の
際
に
必
ず
設
置
す

る
こ
と
が
義
務
化
。
一
方
、
既
存

住
宅
の
場
合
、
熊
本
県
で
は
平
成

23
年
6
月
1
日
ま
で
の
設
置
が
義

務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

住
警
器
を
設
置
す
る
建
物
は
、

❶
戸
建
住
宅
❷
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン

シ
ョ
ン
の
共
同
住
宅
❸
店
舗
併
用

住
宅―

な
ど
の
住
宅
部
分
で
す
。

設
置
場
所
は
、
す
べ
て
の
寝
室
と

階
段
が
対
象
で
、
壁
か
天
井
に
取

り
付
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
は
住
宅
火
災
の
発
生
率
が

高
い
深
夜
に
、
就
寝
中
の
逃
げ
遅

れ
を
減
ら
す
た
め
、
す
べ
て
の
寝

室
に
は
設
置
す
る
よ
う
に
な
って
い

ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
台
所
に
も
設

置
す
る
こ
と
で
安
心
を
補
強
す
る

こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

住
警
器
は
、
火
災
発
生
時
に

煙
や
熱
を
す
ば
や
く
感
知
し
て
、

大
き
な
警
報
音
や
音
声
で
居
住

す
る
全
員
に
火
災
を
知
ら
せ
る
機

器
で
す
。
ま
た
、
初
期
火
災
に

気
づ
く
こ
と
で
、
素
早
い
避
難
が

可
能
と
な
る
ほ
か
、
火
災
の
程
度

に
応
じ
て
は
消
火
活
動
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

住
警
器
で
一
般
的
に
使
用
さ
れ

て
い
る
も
の
は
、「
煙
式
」
と
「
熱

式
」
の
２
種
類
で
す
。
ま
た
、
火

元
の
み
か
ら
警
報
を
知
ら
せ
る

「
単
独
式
」
と
、
設
置
場
所
す
べ

て
に
警
報
を
知
ら
せ
る「
連
動
式
」

の
タ
イ
プ
か
ら
選
べ
ま
す
。

　

住
警
器
を
、
い
ざ
購
入
す
る
場

合
に
気
に
な
る
の
が
価
格
で
す
。

種
類
や
メ
ー
カ
ー
な
ど
に
よ
っ
て
も

違
い
ま
す
が
、
一
個
あ
た
り
５
千

円
〜
１
万
円
程
度
で
、
ホ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
や
家
電
量
販
店
で
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
。
購
入
の
際
に
注

意
す
る
こ
と
は
、
製
品
に
必
ず
Ｎ

Ｓ
マ
ー
ク
（
日
本
消
防
検
定
協
会
）

が
入
って
い
る
こ
と
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
購
入
後
の
設
置
は
、
ネ
ジ

留
め
式
や
ピ
ン
留
め
壁
掛
け
式
で

比
較
的
に
誰
で
も
簡
単
に
取
り
付

け
が
で
き
ま
す
。

　

住
警
器
は
取
り
付
け
る
こ
と
で

日
常
の
安
心
を
高
め
ま
す
。
し
か

し
、
い
ざ
火
災
が
発
生
す
る
と
ど

の
よ
う
に
行
動
を
と
れ
ば
い
い
か

わ
か
ら
な
い
こ
と
も
事
実
で
す
。

火
災
が
発
生
し
た
時
に
家
族
の
役

割
、
避
難
方
法
な
ど
を
事
前
に

話
し
合
って
こ
そ
真
の
安
心
へ
と
変

わ
り
ま
す
。
そ
し
て
最
後
は
、
火

災
予
防
へ
の
一
人
一
人
の
意
識

が
一
番
重
要
と
い
え
ま
す
。
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使
命
は｢

火
災
発
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火
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発
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使
命
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火
災
発
見｣
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火
災
犠
牲
の
半
数
が
住
宅

住
警
器
設
置
義
務
の
背
景

住
警
器
設
置
の
義
務
化
で

住
宅
の
寝
室
な
ど
対
象
に

住
警
器
は
煙
や
熱
に
反
応

初
期
火
災
で
避
難
が
可
能

住
警
器
の
購
入
と
設
置

日
常
か
ら
の
予
防
意
識

住
宅
火
災
か
ら
命
を
守
る
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」（
住
警
器
）
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
て

6
年―
。
上
益
城
消
防
組
合
消
防
本
部
（
木
戸
内
憲
明
消
防
長
）
で
は
、
御
船
町
を
は
じ
め

管
轄
全
域
で
の
設
置
を
強
く
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
住
警
器
の
設
置
期
限
が
平
成
23
年
6
月

1
日
ま
で
残
り
一
年
を
き
っ
た
今
、
住
警
器
の
役
割
と
必
要
性
を
考
え
ま
す
。

数字が語る住宅火災

〔住宅火災による死者数〕は、建物火災
による死者数の9割に及びます。

住宅火災による
死者数
1,041人(86.5％）

住宅火災による
死者数
1,041人(86.5％）

住宅火災による
死者数
1,041人(86.5％）

〔出典：平成16年度版消防白書〕〔出典：平成16年度版消防白書〕〔出典：平成16年度版消防白書〕

〔出典：平成16年度版消防白書〕〔出典：平成16年度版消防白書〕

住宅以外の建物火災
による死者数
163人(13.5％）

住宅以外の建物火災
による死者数
163人(13.5％）

住宅以外の建物火災
による死者数
163人(13.5％）

〔住宅火災による死傷者数〕の7割が逃げ
遅れによるものです。

建物火災による
死者数1,204人
建物火災による
死者数1,204人
建物火災による
死者数1,204人

2種類から選べる

住警器には、「煙式」と「熱式」の２種類があります。
設置場所や形状に応じて取り付けることが可能です。

住警器をどのような場所に設置する必要がある
のかをイメージで簡単に紹介します。

皆さんの家庭では一体いくつ住警器の
設置が必要なのでしょうか？
では実際に数えてみましょう。

建物火災の発生状況
（上益城消防署管内）

11設置イメージ22場所チェック33

煙　式 熱　式

寝室

居室

寝室

台所

階段

寝　室
就寝に使用する部屋の
天井または壁面に設置

義務
箇所(個)

階　段
階段の踊り場の天井
または壁面に設置

義務
箇所(個)

台　所
台所の天井または壁面
に設置

任意
箇所(個)

プラス

住宅火災による
死者数等1,041人
住宅火災による
死者数等1,041人
住宅火災による
死者数等1,041人

逃げ遅れ
712人(68.4％）
逃げ遅れ
712人(68.4％）
逃げ遅れ
712人(68.4％）

その他
248人(23.8％）
その他
248人(23.8％）
その他
248人(23.8％）

着衣着火
56人(5.4％）
着衣着火
56人(5.4％）
着衣着火
56人(5.4％）

出火後再潜入
25人(2.4％）
出火後再潜入
25人(2.4％）
出火後再潜入
25人(2.4％）

件数 御船町 上益城消防署管内
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※上益城消防署管内の件数は、御船町、嘉島町、甲佐町、山都町（旧矢部町、旧清和村）
　での発生状況です。

※設置後は、定期的に警報が作動するかの点検と電池式は電池交換を忘れずに
　必ず行ってください。

〔価格〕  単独式 ▽5千円前後   連動式 ▽1万円前後

〔特徴〕煙を感知して警報音や
　　　　音声で火災を知らせます。
〔場所〕寝室、階段

〔特徴〕熱を感知して警報音や
　　　　音声で火災を知らせます。
〔場所〕台所

※設置イメージは２階建住宅をモデルとしています。
※台所は市町村ごとの条例で
　設置の義務化が違います。


